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国
が
、
ウ
エ
ワ
ク
市
に
建
立
し
た
戦
没
者
慰
霊
公

園
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
及
び
そ
の
周
辺
海
・
空
域
で

戦
没
し
た
18
万
余
の
将
兵
の
霊
を
慰
め
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
同
国
政
府
の
協
力
を
得
て
昭
和

56
年
９
月
に
建
設
さ
れ
た
。

ウ
エ
ワ
ク
半
島
と
阿
部
の
岬
を
望
む
海
岸
沿
い
、

約
五
千
㎡
の
苑
地
に
は
、
現
地
の
民
家
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
東
家
風
の
礼
拝
堂
の
中
に
、「
戦
没
者
の
碑
」

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
堂
の
正
面
に
は
大
き
な
池
を

挟
ん
で
、
二
基
の
石
灯
篭
が
供
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
会
が
寄
付
奉
納
し
た
。

 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
の
碑

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
新

し
い
年
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
終
戦
か
ら
79
年
を
迎
え

ま
す
。
今
日
の
平
和
が
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

私
た
ち
は
世
代
を
越
え
て
、
過
去

の
歴
史
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
の
本
会
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
中
で
夏
の

慰
霊
大
祭
と
、
現
地
慰
霊
巡
拝
団

派
遣
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
護

國
神
社
で
の
慰
霊
大
祭
に
は
、
ご

来
賓
を
含
め
五
十
余
名
が
参
加
し

て
厳
粛
に
斎
行
。
あ
わ
せ
て
臨
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地
慰

霊
巡
拝
団
派
遣
は
、
日
本
遺
族
会

の
慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
参
画
し

て
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
に

10
月
25
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で

実
施
、
三
名
の
会
員
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

本
会
が
管
理
す
る
ウ
エ
ワ
ク
郊

外
の
コ
イ
キ
ン
観
音
立
像
に
関
し

て
は
、
地
権
者
の
消
息
が
依
然
不

明
で
、
携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
で
の

連
絡
も
取
れ
な
い
状
態
で
、
今
後

問
題
再
発
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
ポ
ー
ト
モ
レ

ス
ビ
ー
の
富
田
辰
朗
さ
ん
に
、
現

地
で
の
対
応
を
お
願
い
す
る
事
と

致
し
ま
し
た
。

昨
年
の
総
会
に
お
い
て
監
査
委

員
会
か
ら
「
会
の
存
続
と
当
面
の

課
題
へ
の
取
り
組
み
」
等
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

○
護
國
神
社
境
内
「
嗚
呼
戦
友
の

碑
」
の
維
持
管
理

○
会
員
の
減
少
等
に
よ
る
財
源
の
確
保

○
権
利
な
き
社
団
と
し
て
の
今
後

の
在
り
方

等
に
つ
き
ま
し
て
本
年
も
引
き
続
き

真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
会
の
活
動
に
対
し
て

賛
同
し
、
寄
付
金
を
お
寄
せ
頂
い

た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
七
名
の
皆
様
か
ら
16
万

円
を
超
え
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
多

額
の
ご
芳
志
金
を
頂
戴
い
た
し
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

鮮
や
か
な
色
彩
で
南
国
の
雰

囲
気
を
演
出
す
る
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
。「
情
熱
」「
あ
な
た
し
か
見

え
な
い
」
な
ど
の
情
熱
的
な
花
言

葉
が
よ
く
似
合
う
花
。
オ
シ
ロ
イ

バ
ナ
科
の
熱
帯
性
の
低
木
で
、
和

名
イ
カ
ダ
カ
ズ
ラ
。
原
産
地
は
中

央
ア
メ
リ
カ
、
及
び
南
ア
フ
リ

カ
。
花
の
色
は
赤
か
ら
白
ま
で
変

化
に
富
み
、
ピ
ン
ク
や
マ
ゼ
ン

タ
、
紫
な
ど
多
様
。

美
し
い
色
が
目
立
つ
花
で
す

が
、
花
び
ら
に
見
え
る
部
分
は
花

を
取
り
巻
く
葉
（
包
葉
）
で
、
通

常
は
３
か
ら
６
枚
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
で
は

高
地
を
除
き
熱
帯
雨
林
地
帯
で

見
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｎ
Ｇ
の

Ｐ
Ｎ
Ｇ
の  

花
・
鳥

花
・
鳥
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コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
断
さ
れ
て
い
た
、
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
が
再
開
さ
れ
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
は
10
月
25
日
か
ら
11
月
１
日
の
期

間
で
実
施
し
た
。

本
会
は
こ
の
事
業
に
参
画
し
て
、
小
池
会
長
ら
３
名

の
会
員
を
派
遣
し
た
。
今
回
か
ら
国
の
補
助
対
象
と
な

る
孫
、
ひ
孫
世
代
が
付
き
添
い
と
し
て
認
め
ら
れ
、
現

地
で
遺
児
と
共
に
戦
没
者
の
足
跡
を
辿
り
、
国
の
礎
と

な
ら
れ
た
御
霊
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

安
斎
満
日
本
遺
族
会
常
務
理
事
を
総
括
団
長
と
す
る

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰
霊
親
善
友
好
訪
問
団
（
団
員
22

人
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
経
由
で
ポ
ー
ト
モ
レ

ス
ビ
ー
に
入
り
、
Ａ
班
は
、
マ
グ
エ
ル
、
ボ
イ
キ
ン
、

ウ
オ
ム
岬
、
ウ
エ
ワ
ク
に
て
慰
霊
祭
を
行
い
、
亡
き
父

の
冥
福
を
祈
っ
た
。
Ｂ
班
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
フ
ィ

シ
ュ
ハ
ー
ヘ
ン
上
空
を
旋
回
し
な
が
ら
遥
拝
、
亡
き
父

へ
の
思
い
を
馳
せ
、
ラ
エ
と
ウ
エ
ワ
ク
で
慰
霊
祭
を
行

い
霊
前
に
積
年
の
思
い
を
語
り
か
け
た
。

ま
た
、
Ａ
班
は
ウ
エ
ワ
ク
の
カ
ラ
ン
病
院
へ
、
Ｂ
班

は
ラ
エ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
へ
車
椅
子
を
寄
贈
。
ボ
イ

キ
ン
と
ラ
エ
の
小
学
校
を
訪
問
し
、
日
本
か
ら
持
参
し

た
学
用
品
を
贈
呈
、

児
童
達
と
交
流
し

て
友
好
を
深
め
た
。

29
日
は
、
ウ
エ
ワ

ク
の
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
戦
没
者
の
碑
」
で

全
戦
没
者
追
悼
式

を
挙
行
し
た
。
30

日
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
に
移
動
、
在�

Ｐ
Ｎ
Ｇ
日
本
大
使

館
と
の
懇
談
会
で

は
、
渡
辺
信
之
大
使

始
め
館
員
と
歓
談

し
た
。

東部ニューギニア
ウエワク・ラエ方面 現地慰霊巡拝４年ぶり再開現地慰霊巡拝４年ぶり再開

父
の
眠
る
地
で
冥
福
を
祈
る

父
の
眠
る
地
で
冥
福
を
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る
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全戦没者追悼式に参列した会員全戦没者追悼式に参列した会員
左から小池会長、山岸幸子さん、山岸慶介さん左から小池会長、山岸幸子さん、山岸慶介さん

全
戦
没
者
追
悼
式
会
場（
ウ
エ
ワ
ク
）

南
国
の
花
や
果
物
で
飾
ら
れ
た
祭
壇

ム
ッ
シ
ュ
島
を
望
む
海
岸
で
の

個
人
慰
霊
祭（
ボ
イ
キ
ン
・
ソ
ナ
ム
方
面
）

小
学
校
の
児
童
と
交
流
会

学
用
品
や
運
動
具
を
贈
り
、歓
迎
を
受
け
た

（
ボ
イ
キ
ン
）

国
会
議
事
堂
前
に
建
設
さ
れ
た

高
規
格
道
路（
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
）

カ
ラ
ン
病
院
へ
車
椅
子
を
贈
呈
す
る

（
ウ
エ
ワ
ク
）

Ｐ
Ｎ
Ｇ
・
日
本
大
使
館
員
と
の
交
流
会

現
地
の
民
族
踊
り（
シ
ン
シ
ン
）が

披
露
さ
れ
た（
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
）
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TOPICS
時
の
話
題

ナザブ・トモダチ国際空港　
開港

日本との友好を象徴「TOMODATI（友達）」と命名

PNGのラエに新たな空の玄関口

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
第
二
の

都
市
郊
外
に
あ
る
ナ
ザ
ブ
空
港
の

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
終
わ

り
「
ナ
ザ
ブ
・
ト
モ
ダ
チ
国
際
空

港
」
と
し
て
運
用
を
開
始
し
た
。

空
港
名
は
日
本
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
友
好
を
象
徴
し
て
「
Ｔ
Ｏ�

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
（
友
達
）」
が
付

け
ら
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
日
本
の
有
償
資
金
協
力
事
業
と

し
て
、
平
成
27
年
か
ら
267
億
円
を

投
入
し
て
進
め
ら
れ
、
昨
年
10
月

２
日
開
港
式
が
行
わ
れ
た
。

新
し
い
国
内
線
及
び
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
施
設
は
、
大

型
ジ
ェ
ッ
ト
を
収
容
し
、
首
都
の

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
（
ジ
ャ
ク
ソ

ン
ズ
）
国
際
空
港
の
代
替
空
港
と

し
て
も
機
能
す
る
こ
と
か
ら
、
国

内
外
の
旅
客
、
貨
物
の
新
し
い
拠

点
と
し
て
戦
略
的
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
は
東
西
に

最
高
峰
４
千
㍍
級
を
擁
す
る
稜
線

か
ら
な
る
急
峻
な
地
形
で
、
幹
線

道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
航
空
輸
送
は
国
民
の
移

動
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今
回
の
事
業
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
新
設
、
滑
走
路
の
延
長
、
駐

機
場
の
拡
張
、
航
空
管
制
、
保
安

設
備
の
拡
充
な
ど
国
際
空
港
企
画

に
整
備
さ
れ
た
。

昨
年
10
月
の
開
港
式
典
で
は
、

同
国
の
マ
ラ
ペ
首
相
は
じ
め
多
く

の
閣
僚
、
日
本
か
ら
堀
井
外
務
副

大
臣
、
渡
辺
駐
在
大
使
が
出

席
。
マ
ラ
ペ
首
相
が
日
本
に

対
す
る
熱
い
信
頼
と
感
謝
に

応
え
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ

国
際
空
港
」
と
、
命
名
し
た
。

海
軍
が
建
設
ラ
エ
の
飛
行
場

海
軍
が
建
設
ラ
エ
の
飛
行
場

日
本
軍
の
ラ
エ
へ
の
進
出

は
昭
和
17
年
３
月
の
こ
と
、

海
軍
陸
戦
隊
が
上
陸
し
飛
行

場
を
建
設
し
た
。
連
合
軍
の

侵
攻
が
強
ま
っ
た
18
年
９
月
、

軍
司
令
部
は
、
51
師
団
に
対

し
て
撤
退
命
令
を
発
し
た
。

約
８
千
人
の
将
兵
は
人
跡

未
踏
の
サ
ラ
ワ
ケ
ッ
ト
山
脈

に
挑
み
、
山
中
で
３
千
名
が

倒
れ
る
死
の
転
進
と
な
っ
た
。

本
会
が
管
理
す
る
ウ
エ
ワ
ク
の

コ
イ
キ
ン
観
音
様
の
維
持
管
理
問

題
に
関
し
、
昨
年
11
月
、
小
池
会

長
は
日
本
遺
族
会
の
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
慰
霊
団
の
一
員
と
し
て
現

地
を
訪
問
し
た
際
、
関
係
者
と
接

触
し
て
対
応
し
た
。

ウ
エ
ワ
ク
の
土
地
所
有
者
と
は

面
会
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
こ
の
件
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
大
黒
レ

ス
ト
ラ
ン
・
富
田
辰
朗
社
長
か
ら

現
地
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
を
受
け
た
。

富
田
さ
ん
は
昨
年
６
月
、
ウ
エ

ワ
ク
を
訪
問
し
た
際
、
コ
イ
キ
ン

観
音
へ
お
参
り
し
な
が
ら
現
地
の

状
況
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
「
雨
期
の
末
期
で
下
草
は
伸
び

て
い
ま
し
た
が
、
観
音
様
の
周
辺

や
記
念
柱
周
辺
は
比
較
的
整
備
さ

れ
て
お
り
、
地
主
は
不
在
で
し
た

の
で
確
認
写
真
を
撮
影
し
て
き
ま

し
た
」
と
現
況
を
説
明
し
た
。

長野県ニューギニア会への
賛助金のお礼
本会の活動に賛同し、賛
助金を寄せて頂いた皆様に
心よりお礼申し上げます。
皆様から頂いたご芳志は、

現地慰霊や友好親善、遺骨
収集活動に活用させていた
だきます。

寄付者ご芳名寄付者ご芳名
丸山　芳邦様（長野市）
五月日輝雄様（木祖村）
竹村　淳　様（長野市）
松森　良造様（栃木県）
山岸　幸子様（東京都）
瀨在今朝冬様（千曲市）
小池　博之様（富士見町）

本会の活動の趣旨にご理
解を賜り何卒今後ともご賛
同頂きますようお願い申し上
げます。

新設された旅客ターミナル全景新設された旅客ターミナル全景

観音像敷地内は比較的よく整備されていた。
昭和55年８月建立以来43年が経過、
周辺の樹木は大きく成長している。

富田辰朗さん撮影
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★
年
末
年
始
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
の
テ

レ
ビ
、
買
わ
な
き
ゃ
損
だ
と
カ
ニ
や

お
節
料
理
の
CM
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

替
え
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
防
の
悲

報
。
世
界
地
図
で
ガ
ザ
の
場
所
を

探
す
の
に
苦
労
。
遺
体
の
目
印
に

と
子
供
の
腕
に
マ
ー
ク
す
る
、
こ
の

地
で
毎
日
百
数
十
人
生
ま
れ
て
い

る
と
か
★
当
会
で
の
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
で
四
年
ぶ
り
に
東
部
Ｐ
Ｎ
Ｇ
へ
の

慰
霊
巡
拝
が
実
現
し
た
こ
と
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
か
つ
て
巡
拝

に
参
加
し
た
筆
者
。
カ
メ
ラ
、
フ
ィ

ル
ム
、
録
音
機
材
等
々
自
前
の
準

備
に
一
苦
労
し
た
の
も
今
は
昔
…

★
慰
霊
旅
行
の
報
告
で
Ｐ
Ｎ
Ｇ

の
匂
い
を
久
し
ぶ
り
に
思
い
出
し

た
。
密
林
中
の
爆
撃
機
の
残
骸
は

ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
。
現
地
の
学

童
た
ち
も
大
人
に
な
っ
て
働
き
盛

り
、
お
土
産
を
覚
え
て
い
て
く
れ

る
か
な
？
学
園
都
市
の
ラ
エ
に
わ

が
国
と
の
友
好
が
象
徴
さ
れ
た
名

称
の
国
際
空
港
が
で
き
た
と
か
う

れ
し
い
話
★
現
地
巡
拝
、
慰
霊
大

祭
、
諸
々
の
行
事
や
運
営
を
今
日

の
実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
し
、
会

の
継
続
、
さ
ら
に
は
発
展
を
期
待

す
る
改
革
が
必
至
の
現
状
。
皆
様

方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
願
っ
て

い
ま
す
。
筆
者
は
94
歳
、
今
年
も

頑
張
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

も
ど
う
ぞ
ご
注
意
を
。（
竹
村
）

「追悼の詞」を奏上する栗生県遺族会長

戦
没
者
慰
霊
大
祭
　
祭
文
（
抜
粋
）

本
日
こ
こ
に
「
第
55
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭
」
を
挙
行
す
る
に

あ
た
り
、
南
方
遥
か
五
千
キ
ロ
の
地
で
散
華
さ
れ
た
３
４
７
４
柱
の
ご
英
霊
に
謹
ん

で
祭
文
を
奏
上
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
熱
帯
の
か
の
地
を
思
わ
せ
る
酷
暑
の
中
、
こ
こ
護
國
神
社
の
社
頭
に
て
、

霊
前
に
額
づ
き
在
り
し
日
を
偲
ぶ
と
き
、
今
な
お
新
た
な
悲
し
み
と
痛
恨
の
念
を
禁

じ
え
ま
せ
ん
。
私
ど
も
遺
児
の
ほ
と
ん
ど
が
、
80
歳
を
超
え
ま
し
た
が
、
父
へ
の
尊

崇
と
追
慕
の
気
持
ち
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
が
国
は
、
戦
後
こ
れ
ま
で
78
年
間
、
一
度
も
戦
争
を
せ
ず
平
和
を
享
受
し
て
き

ま
し
た
。
世
界
の
多
く
の
国
や
地
域
で
は
、
悲
惨
な
戦
争
や
紛
争
が
多
発
し
今
も
繰

り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
恒
久
平
和
へ
の
道
の
り
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
日
の
、
平
穏
な
日
常
生
活
を
享
受
で
き
ま
す
こ
と
は
、
戦
没
者
諸
霊

の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
御
霊
に
尊
崇
の
誠
を
捧

げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
祭
文
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
７
月
30
日

�

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会　

�

会
長　

小
池
博
之

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
主
催

第
55
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没

者
慰
霊
大
祭
は
、
令
和
５
年
７
月

30
日
松
本
市
の
長
野
県
護
國
神
社

に
お
い
て
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
三
年

間
に
渡
り
参
加
人
員
の
制
限
な
ど

感
染
法
上
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
従
来
の
式
典
規
模
に

戻
し
て
ご
案
内
を
し
た
と
こ
ろ
、

国
会
議
員
、
県
会
議
員
の
皆
さ
ま
、

松
本
市
長
、
県
遺
族
会
代
表
な
ど

ご
来
賓
を
含
め
五
十
余
名
の
ご
参

列
を
い
た
だ
い
た
。

慰
霊
祭
は
午
後
１
時
、
気
温
35

度
の
猛
暑
日
の
中
、
神
社
本
殿
に

お
い
て
大
太
鼓
の
合
図
で
始
ま
り

英
霊
に
黙
祷
、
国
歌
演
奏
、
修
祓

と
続
き
、
奥
谷
宮
司
に
よ
り
祝
詞

奏
上
。
続
い
て
本
会
代
表
、
小
池

会
長
に
よ
る
祭
文
（
別
掲
）
の
奏

上
が
な
さ
れ
た
。
つ
い
で
臥
雲
松

本
市
長
（
代
理
）、
池
内
県
遺
族

会
副
会
長
が
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ

た
。
ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
井

出
庸
生
文
部
科
学
副
大
臣
が
挨
拶
。

そ
し
て
、
来
賓
お
よ
び
本
会
代
表

に
よ
る
玉
串
奉
奠
と
つ
づ
い
た
。

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催

　
　
　
　
　
会
則
の
一
部
改
定
を
承
認

　
　
　
　
　
会
則
の
一
部
改
定
を
承
認

慰
霊
祭
終
了
後
、
美
須
々
会
館

に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
、
会

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

小
池
会
長
は
提
案
説
明
で
「
定
期

総
会
は
毎
年
２
月
の
建
国
記
念
日

に
開
催
し
て
い
た
が
、
次
年
度
か

ら
７
月
の
慰
霊
大
祭
に
合
わ
せ
開

き
、
会
計
年
度
も
変
更
し
た
い
」

と
説
明
。
こ
れ
に
伴
い
会
則
の
一

部
が
変
更
さ
れ
た
。

慰
霊
祭
と
総
会
の
同
時
開
催
に

よ
り
、
必
要
経
費
の
削
減
を
図
り
、

会
員
も
気
軽
に
総
会
に
参
加
で
き

る
な
ど
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第
71
回
長
野
県
戦
没
者
追
悼
式

は
松
本
市
の
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー

ル
で
、
10
月
21
日
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
法
的
規
制
緩
和

に
伴
う
初
の
開
催
と
な
り
、
県
内

の
市
町
村
か
ら
六
百
余
名
の
遺
族

代
表
が
参
加
し
た
。

本
年
も
地
元
大
学
生
（
信
大
と

松
本
大
学
）
が
進
行
を
行
い
、
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
な
ど
、

運
営
に
協
力
し
た
。

式
典
で
阿
部
知
事
は
「
今
日
私

た
ち
が
享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁

栄
は
、
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
の
う

え
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
下
の
世
界
情
勢
を
見
る
に
つ

け
、
未
だ
耐
え
な
い
地
域
紛
争
や

テ
ロ
に
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
惨
禍

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
の
強

い
決
意
の
も
と
、
世
界
の
恒
久
平

和
実
現
に
向
け
、
多
く
の
国
々
と

友
好
交
流
を
一
層
推
進
し
て
参
り

ま
す
」
と
、
決
意
を
述
べ
た
。

先
の
大
戦
で
戦
没
し
た
六
千
四�

百
余
柱
の
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
、

県
議
会
議
長
、
市
町
村
会
長
、
栗

生
県
遺
族
会
長
ら
が
追
悼
の
こ
と

ば
を
奏
上
、
最
後
に
、
来
賓
や
遺

族
代
表
が
祭
壇
に
向
か
い
献
花
し

て
式
典
を
終
了
し
た
。

▼
事
務
局
か
ら
▲

▽
松
本
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
第
71
回
長
野
県
遺
族
大
会

（
10
・
20
）
に
お
い
て
、
次
の

本
会
副
会
長
の
方
々
が
、
栄
え

あ
る
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

＊
長
野
県
知
事
賞

　
　

長
田
健
治
さ
ん
（
長
野
市
）

　

＊
長
野
県
遺
族
会
長
賞

　
　

安
川
叡
春
さ
ん
（
佐
久
市
）

▽
本
年
度
、
新
規
入
会
さ
れ
た
会

員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

・
近
藤
津
多
子
様
（
飯
田
市
）

第
71
回

長
野
県
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
報
告

 　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

 　

戦
没
者
慰
霊
大
祭
斎
行

第55回


